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－日本全国・地域の人材養成拠点大学へのチャレンジ－

教育改革が必要とされる背景
■福祉ニーズの増大，問題の複雑化・複合化
多問題家族、家族による福祉力の後退、老老介護など

⇒幅広くかつ高度な専門性を備えた人材の養成が必要

■少子高齢化が深刻なのは地方（非都市部）
⇒全国で専門職養成が必要

＝通信制大学院

■福祉現場には余裕がない
平日でも通学可能な職場は少ない

⇒働きながら学べる柔軟な履修・授業形態が必要

＝通信・通学の融合



人材養成目的 ～目標・対象・能力～

■養成目標
・高度な専門性を備えた福祉現場の人材

■広義の「福祉現場の人材」

・医療・保健・教育などを含む広義の福祉現場
・事業所・施設・病院・地域・NPOなどの
福祉マネジメントを担える人材

■養成する資質・能力
・幅広い専門知識
・多面的分析力、問題解決力、実践力
・現場における高度なマネジメント能力

形式知(理論)と暗黙知(実践)
•「知」には2種類ある
•「形式知」
言語化しやすい理論，知識，基礎，研究

•「暗黙知」
言語化しにくい実践，知恵，応用，コツ

•二つは関連しつつも相対的に独立している
•従来の大学院教育は，どちらかと言えば，
形式知の創出に重点があった

•実践力・マネジメント力養成には，暗黙知も
重視した独自のプログラムが必要



新しい教育プログラムに必要なもの
臨床知(実践力)養成にむけて

1.フィールド・フィードバック
現場との相互循環システム
実務家の参加する研究会など

2.ロールモデル
実務家教員，先駆例・実践例を紹介する講義

3.カリキュラム
ケースメソッド演習を軸とする新しい流れ

4.教材
ケースメソッド教材，インターネット配信教材

プログラム開発の４つのリソース



○ケースメソッド演習

○幅広い講義科目

○通信通学融合

修士論文指導

高度専門職業人
養成コース

研究力
養成コース

大学院 （目的に特化した教育課程）

現場と大学院教育の循環システム

福祉現場

実務家教員

現場と
大学院教育の
循環システム

■目標・目的達成に特化した教育課程編成と組織的推進

■教員組織の質的強化と学外資源の活用

相互利益を生む「循環システム」の形成 nfu.jpnfu.jp
→e-learning支援システム
→研究実践交流Webサイト

実務家の参加する研究会
（現場の修了生と在学院生の組織）
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•統計学
•調査方法論
•文献の批判的読み方

1.幅広い講義科目
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・司法福祉
・心理
・福祉経営
・情報

■ねらいは応用可能な実践的思考力・多面的な
分析力・問題解決能力・ファシリテーター力の

養成 理論と実践を統合する教育

■ケース教材を用いた討論中心型授業
多様な背景を持つ院生の討論で視野を広げる
「あなたなら，その時どうする？」「私なら・・・」

■ケース教材はミクロ
（臨床）レベルから
メゾレベルまで
施設・病院・事業所・NPO・
社会福祉協議会・地域など

マクロレベル

(政策)

メゾレベル

(自治体・施設・事業所

・医療機関・地域)

ミクロレベル

(臨床)
保健

ＮＰＯ

教育

経営

保育

医療福祉

2. ケースメソッド演習



ケースメソッド教材のイメージ
(臨床レベル)

• 重度要介護者でありながら海外旅行を実現し
たケース

• 夫との死別後に閉じこもりとなっていた認知
症高齢者を閉じこもりから解放したケース

• 主治医が入院させようとしたにもかかわらず
本人・家族の意向を尊重してグループホーム
での看取りを実現したケース

• 地域住民から「不審な行動がある．入院させ
て欲しい」という相談をきっかけに支援に入り
精神障害者の就労を実現したケース 11

ケースメソッド教材のイメージ
(メゾレベル)

• 地域住民の反対にあいながら精神障害者の
グループホームを建設したケース

• 撤退する営利企業の介護サービス事業者か
ら利用者を引きついで起業したケース

• 自らNPO法人を立ち上げ，デイサービスセン
ターを開設したケース

• MSWが中心となり病院と地域を結ぶ児童虐
待予防システムを立ち上げたケース

• 高齢者虐待対策を先駆的なモデル事業とし
て立ち上げ，正規事業に育てたケース など



3. 実務家教員制度
■実務家教員の導入
優れた実績を持ち第一線で活躍する人材を｢実
務家教員｣として採用

■期待する役割：臨床知のフィードバック
ケース教材開発、授業運営、インターンシップの
フィールド提供、スーパーバイズ

■博士号・修士号を持つ者を中心に選抜

400人を超える本研究科修了者などから採用

通信 通学
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nfu.jp（e-learning支援システム）の活用

通信・通学の融合
～履修制度・授業形態の柔軟化～～履修制度・授業形態の柔軟化～

評価が高いものを選択し蓄積

・週末の集中講義方式で

対面講義の機会を増やす
・e-learningを活用し、少ない通
学日数で修学可能に

インターネッ
ト

対面



新プログラムでどう変わるのか

■福祉現場に求められるマネジメント力・
応用力重視のカリキュラムを強化
先駆的実践事例や幅広い関連領域の講義，実
務家教員，ケースメソッド演習，実務家も参加す
る研究会，福祉経営も学べます

■平日週1-2日と週末とインターネットで
修了可能
週末の集中講義が増える．授業のインタ－ネット
配信を計画中


